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平成 18年 度総会と講演会のお矢□らせ

下記の 日程にて生物的防除郡会の平成 18年 度総会 と講演会を開催致 します。

会員の皆様の ご参加 をお待ち致 します。

日時  平 成 18年 6月 1日 (本 ) 午 後 3時 か ら総会、

同 3時 30劣 よ り講演会を開催 します。

場所  東 京農業大学世日谷キ ャンパ ス 2号 館 3「LE国際農業開発学科会議室

総会  議 題  1.平 成 17年 度事業報告

2.平 成 17年 度会計報告および監査報告

3.役 員改選 (案)

4.平 成 18年 度事業計画 (案 )

5.平 成 18年 度予算 (案)

講演   演 題  「 ハモグ リバエをめ ぐる話題」

演者 静 岡大学農学部生物生産学科応用昆虫学研究室

教授  西 東  力  氏

なお、講演会終了後には、講演者 を囲んでの懇親会を予定 して しヽます。

是非 ご参加 ください。



ウイルス殺虫剤 NR-17液 剤の開発について

日本曹達株式会社 農 業化学品開発グルーフ
°

満井 順

はじめに

農作物の病書虫の防除は農薬に大きく依存

しているが、近年、環境負荷や食昂中の残留

性低減への要求が高まつてきている。本年 5

月より施行されるホ
°
メティブリスト制の導入によ

り、今後さらに幅広い登録を有する薬剤が望

まれると思われる。また、2(X)4年 4月 の

減震薬を含む特別栽賠農産物に係る表示がイ

ドラインの施行にも反映されているように、環境

への負荷を軽減する病書虫防除技術への要求

も高い。こうした中で、作物残留の問題がな

く、農薬の使用回数にカウントされない生物農薬

へのニーズは年短拡大していくと者えられる。

このような震薬を取り巻く環境の変化の中、

当社では、昆虫病原ウイ刑けを有効成角とする殺

虫剤NR-17液 剤の国内開発検討を開始した。

本剤は米国の Certも社が米国、オーストラリア等で

販 売 し て い る 核 多 危 体 病 ウイルス

Nucleopolyhedrovirus(N開 を有効成分

とする殺虫剤 (商品名 :Gemstar)で 、

碗 に4沼 承認 から分離した NPVを 有

効成分としている。物 紘溶、妨 kィ 招

属の麟翅目害虫に有効で、主に、オーストラリアの棉

のオオ例ド]が妨 kィ 盟 ami揮 ね 等に使用

されている。当社では、本剤の国内における

オオタド]が防除剤としての実用性を県指導機関

のご協力を頂きながら検討中である。

NR-17液 剤

財 ω叩 ″ の核多角体病ウイルスの封入体  は 64%

製剤副資材               9936%

対象書虫
拓閉御叩 z229路妨∽″ a― g2ra9勉 協 航 閣 郷

防除効果に影響を与える要因

NPVの 防除効果に最も影響を与える因子

としては、幼虫の発育ステーツ
・
と温度があげられ

る。

図1は、人工飼料混入法により本剤のオオ"ド

]が幼虫に対する速効性を検討した結果であ

る。10gの 人工飼料に所定の倍率に喬釈した

薬液500μ lを滴下、)昆和吹 1齢 もしくは

3、4齢 幼虫に投与した。

1    2   3    4   5   6    7   8    9   10   11   12   13

経過 日敏

十 NR‐1 7 X 1 0 0 0 - N R‐ 1 7 X 3 0 0 0

図 l NR‐ 17液 剤の材タハ
｀
コカ

｀
幼虫に対する

速効性 (2003日本植物防疫協会研究所)

その結果、3、 4齢 幼虫では、処理餌投与か

ら緩やかな死亡曲線が認められ、1000倍 希

釈で 80/O以 上の殺虫率が得られたのは処理

餌投与 9日 後であつた。これに対して 1齢

幼虫では、処理餌投与 4日 から 5日 後にか

けて一斉に致死が認められ、1000倍 希釈で

800/。の殺虫率が得られた。また、別試験によ

り本剤500倍 から4Xp倍 までの希釈濃度

別に速効性を検討した結果では、ほとんど差

は認められなかつた。

NPVは 微生物殺虫剤の中でも比較的速効

的である利点を有するが、若齢幼虫を対象と

した散布タイミンク
・
での使用が有効であることが

本試験の結果から確認された。この散布タイミン

グは果菜類の果実や葉菜類の結球部に潜行す
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るオオタド]力
Sの

適切な防除力法と一致するとい

える。

また、NPVは 垂直伝播や寄生蜂による伝

播等の特殊な例を除き一般的に経□的に感染

する。従つて、活発な摂食活動を導く条件下

でより速効的に作用する。20か ら 30℃ の

条件下で本剤の速効性を検討 した結果、

30℃ で最も致死までの時間が短かつた。夏

場に発生量が多いオオ"ド]力
Sで

は、この点では

本剤の防除対象として適していると考えられ

る。

本剤の検討のねらい
一般に、微生物農薬の特徴としては、

1.人 畜、魚介類に対する影響さ=)ない。

2.作 物や環境中での不活化が比較的早く、

環境負荷や、標的外生物への影響が少な

い 。

3.病 書虫に対する抵抗性が発達しにくい。

等の長所と、

1.化 学農薬に比べ速効性 ・残効性が劣る。

2.適 用病書虫が限られ、複数書虫の同時防

除が困難な場合が多い。

3.環 境条件等の影響を受けやすく、効果が

安定しないことがある。

等の短所があげられる。

そこで、我泉は、生物農薬であるが故の本

剤の欠点を補しヽ、安定的な防除効果が得られ

る使用力法の確立を目指して検討を開始した。

対象作物には、葉菜類の中から、オオ"ド]がが

主要な書虫となるリスを選び、性フェロモン剤を核

とした IPM体 系の確立に取り組んでいる長

野 県 野 菜 花 き 試 験 場 (植 物 防 疫

59(11)12-15参 照)のご指導のもとに試験

を実施した。

リスのオオタド]がに対する圃場試験

図2に は、本剤の圃場における防除効果を

散布時期を変えて検討した結果を示す。化学
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農薬による慣行防除区、すなわち、定植 14

日後から7日 間隔 3□ 散布に対して、本剤 4

□散布での防除効果を検討した。その結果、

定植 14日 後散布 (化学農薬の初回散布)の

6日 前に散布を追加した試験区 Iよ りも、定

植 14日 後散布の2日 後に散布を追加した試

験区工でより高い防除効果が締められ、化学

農薬の対照剤と比較してもやや優る効果が得

られた。ただ吹 低薬量の 1000倍 希釈区

の効果はやや劣つた。

散布処理日:O 口 査日:●

NR-17X500 試験区I

O   0       0    0     ●
NR-17 X S00調 験区I

0   0   0   0     ●
NR‐17X1000

0 0 0 0  0
フエン′ヽ

'レ
レート100/.■マラツン300/● X1000

0       0   0     0
BT 10●/c X SIXl

O       O   O     ●

被書株率付)

フエンA・レレート10C/・ 枚書度
十マラツン30%    BT 10%
X1000           X500       'ほaL担里

図 2 N酢 17液 剤のレタス・オオ"ギ]がに対する効カ

(2005長 野県野菜花き試験揚佐久支揚)

さらに表 1は 、2(X)4お よび 2005年 度

に実施した圃揚試験の中で、本剤 500倍 の

4回 散布による効果を検討した結果の一覧で

ある。各試験で実施した散布時期 (黒丸)と、

被書度から算出した防除価を示している。こ

の結果より、この地域でのオオタド]が第 2世 代

幼虫の発生初期にあたる定植 14日 後前後に

本剤を短い間隔で 2回 散布することにより

防除効果を高めることができることがわかつ

た。幼虫に対する経□的な作用が中bで 、化
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学農薬に比較し残効性の劣る微生物農薬では、

防除最適期での短い間隔の 2回 散布が有効

であることがこの結果より明らかになつた。

表 l NR-17液 剤の散布時期 (●)と 防除価

(日本植物防痩協会新震薬実用4ヒ試験)

レタス/材 タハ`コガ NR‐ 17液剤 500倍

実際の現場では定植時の粒剤処理による初

期書虫の防除が有効な防除手段であると者え

られている。本剤についても、今後、粒剤等

と組み合わせた防除体系による防除効果を検

討吹 実用的な防除体系を確立していきたい

と考えている。
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委託試験の状況

本剤は、B乍年の日本植物防痩協会の成績検討

会において、リスのオオ"ヽ
・
]がに対して 5001吉 、

1000倍 で実用性有りの判定を受けている。

また、トマト、ビーマンにおいても有効な成績が得

られており、今後、果菜類への適用作物の拡

大も継続して検討していく予定である。

ウイルス殺虫剤の今後

現在、国内で登録されている昆虫病原ウイルス

としては、類粒病ウイルス(GV)を 有効成分と

する,マヽキ天敵 (7リスタライフサイエンス)が あり、茶やリ

ンゴのサヽマキの防除剤として使用されている。さ

らに、開発中の剤としては、NK-103(日 本

化薬)、IG-104水 示B剤 (揖斐川工業)2剤

があり、いすれも,スヽモン]卜りのNPVを 有効成分

とする薬剤で、イチゴ、ダイズ等の作物で試験中

である。国内における本格的なり■レス殺虫剤の

利用はこれからであるが、前述した生物農薬

への}ズ の高まりの中で、化学農薬と組み合

わせた防除体系によるウイルス殺虫剤の活用が今

後期待される

速報 特 別講演会開催

IUPACの 開催に併せて来目される米国オ レゴン州 立大学の P.

C.」 CpSOn博 士による講演会の開催を ド記の様に 予定 していま

す。ご期待 ください。

1l H寺 |`え成 184卜 8月 1日  角=後3ロキ30ケ )～

場所 東 京農業大学世田谷キャンパス 1号館 4階 メディアホール

内 容  「 Res i s t a n c e  i m p a c t  o n  b l o l o g i c a l  c o n t r o l  a g e n t s :

itlsights from ccotoxicology,  landscapo ocology and

conscrvation blology」

」cpSOn博上fは、同大学の環境岸二物学の教授であり、総合的作物保

護センターの理事 も兼任 され、欧米における生態毒性の リーダーと

して活躍されています。
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現場におけるコナジラミ類および黄化葉巻病の

生物的防除技術

アリスタライフサイエンス株式会社

はじめに

コナジラミノドイオタイプQの 発生、 トマト

黄化葉巻病(TYLC∨ )による甚大な被書。

これらの病気と書虫が日本国内に広がりつつ

ある。トマトではもう生物防除は無理だとい

う人が多い。そうであろうか。コナジラミの

生態を把握吹 含理的に対策していくと生物

防除が必要になつてくる。化学震薬と生物農

薬をコラボレートし、被書を末然に防いでしヽ

る現場の実例をみると、生物的防除技術のす

ばらしさが再認識できる。

1.コ ナジラミ類について

トマトに寄生するコナジラミには、オンシ

ツコナジラミとタバココナジラミ及びシルバ
ーリーフコナジラミがいる。夕/ コヾコナジラ

ミとシルバーリーフコナジラミ(a釧椛滋属)

の形態上の差はない。
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技術普及 AG担 当部長 日 □義広

以下にタノヾココナジラミ ・シブレ ―ヾリーフ

コナジラミの特徴的な性質を記載した。

(1)微小である … ・ 変 異が大きしヽので

はという疑間がある。

(21タノヾココナジラミも 可YLCVを 伝搬す

る。

(3)30℃ で発育期間が短く、20℃ で発育

期間が長く生存率低い。

(41適温は 25℃ くらい。lヶ 月以上生きて

しヽる1団体もある。

(51飛翔能力がオンシツコナジラミよりも

高いといわれる。

(6)紫外線除去を忌避する。ので、UVカ ッ

トビエールの侵入抑制効果が高い。

(¬光反射シートにより行動atlr臨」される。

しか吹 この力法はスリップス類を寄せ

付ける。

(8)衰色に誘ヨ|される。この性質は防除に利

用できる。

(9)温度(色は前出)に反応して集合する

(101植物を揺さぶるとわすかに飛び立つ習

性がある。

(11)嗜好性が高い。

(12)体 表面はロウ物質のため水をは じ

く ・・・防除効果の低下。

2.タ ブヽココナジラミとウイルス問題

(野菜試 北 村氏資料からヨ1用)

殆どのタバココナジラミはトマト黄化葉巻

病(TYLCV)を 言む多くのベゴモウイルス

を媒介できる。日本に分布しているノヾイオタ

イプB、 Q及 び在来種もTYLCVを 媒介す



る。しかし、在来タブヽココナジラミはトマト

に寄生しないため問題ではなかつた。一カ、

タノヽココナジラミノヾイオタイプQと Bは トマ

トに好選性が高くTYLCVを 媒介する。こ

のため大きな問題となつてきたといわれる。

また、農薬の効果が十分ではなくネオニコチ

ノイド剤、特に震家が好きなモスピラン水溶

剤などの効果が十分ではないといわれる。こ

れらの薬剤に対して感受性が低い場合は・・・

「Q」 かもしれない。また、サンマイトFk

スタークル類粒水示B剤及びベストガード水溶

剤などを散布して効果があればタバココナジ

ラミバイオタイプQで ある。

3.TYLCY媒 介条件

(野菜試 本 田氏資料からヨ1用)

(1)TYLCVの 獲得吸汁時間

6時 間吸汁では媒介できす、24時 間では

感染株率75%。

(2)最短獲得吸汁時間

最短 15角 、24時 間吸汁で 60-83%

感染株率。

いrLCVは コナジラミによる吸汁か接ぎ本

により伝染する。種子伝染しない。

4.発 生消長と飛劇の癖

(1)発生消長

シルメヾ―リーフコナジラミの年間の発生消

長は、露地では5月 頃から初発生が誦めら

れ徐々に増加して7～ 9月 にピークとなる。

10月 中旬以降は少なくなり 12月 は施設

内での越各となる。10月 以降は、TYL

CVの 保毒虫率は著しく低くなる。

(2)飛翔の感

野外では、風のない低いところを飛ぶ。広

い水回のイネの上などでホリアヽ一による卜

ラップを行つてもコナジラミは捕殺されな

いことが多い。むしろ、畦畔で多数捕殺さ
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れる。

このような広域の作物をみすから飛ぴ越え

たりはしないのではないか。コナジラミの動

きはまだまだ未解明である。しか吹 このこ

とは、風により飛翔が影響されることを示し

ている。風は季節により吹く力向が変わり、

この季節風に遭わせて飛来。飛翔する力向も

変化しているように者えられる。

(3)飛 翔距離

高知県のトマト栽皓では、台風の度に黄化

葉巻病の発生地域が拡大した。また、某県

では、内陸にある試験場で合風の後に黄化

葉巻病の発生が突然認められた。この状況

から、台風などの強風に乗れば数十kmは

飛翔したことになる。

5.基 本的対策

(1)施設内にコナジラミを入れない

トマトを栽増する施設内にコナジラミと

TYLCVを 持ち込まないことが第1である。

ます、トマト苗に寄生させて持ち込まない

こと。また、外部からの飛来侵入を防止す

るために施設開□きBに防虫網を張る。また、

施設近辺に飛来した成虫をホリバー□―ル

を張つて捕殺する。また、できる限り開□

部を作らない。扉の関閉は確実に行う。さ

らには施設のまわりに寄主植物を栽指しな

い等が重要である。   |

(21施設内でコナジラミを増やさない

施設内での繁殖を抑制するには、成虫に産

卵させないこと。り回は孵化させないこと。

孵化した幼虫を殺すこと。幼虫を羽化させ

ないことである。

(3)施設外にコナジラミを出さない

施設で生息しているコナジラミを施設外ヘ

の飛去をさせない。防虫ネットはもとより

黄色粘着板 ・ロールの設置を徹底し捕殺す

る。また、抜根前には太陽熱による蒸し込

みまたは薬剤散布を併用する。



(41施設外でもコナジラミを増やさない

コナジラミは施設周辺の雑車で繁殖するの

で除車を徹底する。また、寄生作物をも防

除する必要がある。よ<忘 れられるのが収

穫中の葉についたコナジラミの対策である。

外部に持ち出されるため気付かないことが

多しヽ。残さ処理は著しく重要である。

(51トマトでは栽増期間の統一 (熊本の事例)

トマトの栽賠期間を6月 20日 ～8月 20

日までは作らない期間とし、保毒書虫の撲

減を図っている例もある。

(6)定植時期の変更

定植時期を遅らすという力法も有効である。

10月 以降は保毒虫率が著しく低くなるた

め、定植後にコナジラミが増加したとして

もいrLCVに 感染する司能性は低しヽ。現在、

最も農家が取り組みやすしヽ力法となつてしヽ

る。しか吹 全国の多数の農家がこの力法

に取り組むとトマトが一時期に市場に集中

するという問題をヨ|き起こすことになる。

(乃抵抗性品種の育種と利用

ウイルス病対策の定香として、抵抗性品種

利用がある。TMVは その代表的な例であ

る。TYLCVに ついても、今後抵抗性品

種の開発により、解決が図られれ|よ 最も

含理的な力法として普及するであろう。現

在のところ、耐病性品種が流通してしヽるが、

今後の育種に期待したいところである。し

かしがなら、今回のブドイオタイプQは ご<

低密度で着色異常果を誘発する。抵抗性品

種の限界も者えておく必要がある。

6.栽 賠施設内に侵入するコナジラミ類

施設栽培では内と外とが隔離されていると

者えている農家が多い。しかし、微小なコ

ナジラミの前には殆ど壁など存在しないに

等しい。コナジラミは出入り□からは、常

時出入

りし、また、倶」窓の隙間からも地面すれす
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れに飛んできた成虫が容易に入り込む。天窓

へは風に乗つて入つていく。重要なのはTY

LCVに 保毒した苗が各地に販売され、栽培

施設に持ち込まれ、発生の原因を作つている

ことであろう。施設周囲の雑車はヨナジラミ

の生息場になつてしヽることが多い。これらの

雑車の劣泌液を得て生患吹 施設を出入りし

てしヽるのである。

7.防 除の者えカ

(1)施設に入つたコナジラミは、生患しやすしヽ

ところに移動して産卵し増える。

→だから、施設内に入れなしヽ ・・・対策 1

(2)侵入してしまつたら、増える前に成虫を防

除する。

→絶対侵入抑制と侵入許容時期 ・・対策2

→成虫はどうやって防除するか ・・対策2

(3)成虫に産卵させない。

→産卵抑制策はあるのか ・・・・・対策3

(4)それから、産卵後には幼虫を防除する。

→幼虫を絶減するには ・・・・・・対策4

と段階的に防除の手段を考える必要がある。

これらを栽賠前から者えておかないと、栽増

途中に 「散布する農薬がな<な った」と途方

に喜れることになる。

8.防 除対策の提案

前述のような防除の者え力に対して、下記

のような防除力法の提案が電能である。

(1)侵入防止 :米占着板または□―ル ・防虫ネッ

ト・紫外線カット・残澄処理 (成虫)

(2)捕殺 (成虫):粘 着板や粘着□―ル

(3)増加抑制 :残澄処理 ・除草 ・作物管理 ・植

生管理 ・農薬

(41殺虫 :天敵(幼虫対策)・殺虫剤(成虫と幼

虫)・粘着□―ル(成虫)・低温処理(成虫 ・

幼虫 ・り助・蒸し込み処理 (成虫 ・幼虫 ・

り日)

(5)飛去抑制 :施設留閉処理 ・粘着板 ・粘着□



―ル ・薬剤処理 (成虫)

(61その他:野外栽贈 トマト対策(ウイルス)、

抵抗性品種 (ウイルス)な ど

このような力法を利用して、TYLCV保 毒

虫率を低下させ、密度を低く保つ。

図4 コ ナジラミを予察するホリバー

図6 施 設周囲にホリ′ヽ一回―ル展張

9.防 除の実践:トマト促威栽皓における例

(1)施設の関□部にネット(04mm目 含しい

を張る。出入り□のネットは2重 にする。

出入り□と施設周囲にはホリノヾ―ロール

を張る。

(21苗は病気の出ていないところで委託生産

し、10月 以降に定植する。定植時にネ

オエコチノイド粒剤を処理する。また、

育苗期にも、一度効果のある化学震薬を

処理する。

(3)施設の周囲と内部にホリバー (黄色粘着

板 数 枚)を 設置吹 コナジラミの誘殺

消長を調べる。一頭でも誘殺されたら、

天敵昆虫エンストリップを導入する。そ

の間に、発生が多くなつても外部からの

侵入によるものであるから、天敵に影響
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しない化学農薬を散布する。コナジラミ幼虫

は、エンストリップによってホストフィーデ

ィングされているので成虫が急激に増えるこ

とはない。

図6 エ ンストリップケース

(41もしも、TYLCVの 発生が確認された場

合は、経病株を除去し、一度化学農薬で

防除した後にエンストリップまたはエル

カードを連続して放飼する。

図7 エ ルカードマミーカード

(51施設内に車などがあると、温床になるの

で除車を行う。

(61野外の対策として、施設外に摘葉したト

マ ト残さを放置せす、被覆処理し新たな

発生源とならないようにする。

(η このような対策と天敵の効果により、施

設内での急激な増殖はなくなるので、天

敵に影響のない農薬を数回散布し成虫の

密度を下げる。

(81コナジラミを施設から出さないため、施



設の防虫ネットや黄色粘着板はそのまま

で、後片付けの前に太陽熱による蒸し込み

処理を行う。

(9)なお、多発した場合は、箕期に作を終了

させ低温処理してコナジラミを殺す。
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そのものを抑制できるわけではない。一方

で、ホリノヾ―やホリノヾ―ロールはきたもの

は誘殺して確実に密度を減らすポジィティ

ブな手法である。

(2)ポジティブに生物防除

さらに、震薬の効果が十分ではなく、毎週

散布が困難な現状では、生物製斉」、すなわ

ちエンストリップ (オンシツツヤコバチ)

やエルカード (サバクツヤコバチ)も 活用

できる。  ャ      _._

コナジラミ州基密度で推移しているときに、

連続して放飼すれ|よ 幼虫の密度を限りな

くゼロに近づけることが可能だからである。

ホストフィーデングおよび幼虫に対する産

卵行動は、ポジィティブな手法といえる。

具体的には、エンストリップ 1ケ ース(50

カード・60マ ミー確保)を 放飼したとし

て、(50頭 ×5頭 (ホストフィーディンの

+50頭 ×250頭 (産卵))×50カ ードで、

630000頭 程度の幼虫を殺していること

になる。これは 3,000頭 のコナジラミの

産卵数に匹敵する。

(3)生物防除を行うには

エンストリップやエルカードを使用するに

はコツがある。すなわち、温度とコナジラ

ミ幼虫がいるかということである。17℃

以上(エルカードは23℃ )の温度条件で、

しかも適度な密度のコナジラミ幼虫がいて

ということである。また、化学震薬は殆ど

使用できない。他の天敵とのコラボレーシ

ョンも者慮に入れる必要がある。具体的に

は、マイネックス、アフィパール、アフィデ

ント、TMボ トキラー水和剤(ダクト内投入

で)、マイコタール、BT剤 クオーク、セル

苗元気(育苗期萎凋病 ・青枯病)、ククメリ

ス、NP一Bマ ルハナバチ、ノヾイオキーパー、

およびフェロモン等である。

生物防除は、いいかえれば省力。毎日出荷 ・

労働者の安全を目指す 「プロ農家の技術」で

図8 ト マト栽贈施設外におけるコナジラミ

の誘殺消長(2002-2(X泌 年岐剣

(2003年 は黄色粘着ロール展張した)

―●- 2 0 0 2～2囲 |  _   戸 ヤ

‐ B

…  ′

=ャ ーーエELユー

図9 ト マ ト栽賠施設内におけるヨナジラミの

誘殺消長(2002-2(X泌 年岐到 .

(2003年 は黄色粘着ロールと天敵を利用した)

10.最 後の決め手は生物製剤 (天散剤)

(1)「入れない」から 「捕殺する」ヘ

コナジラミ防除を化学農薬で行おうとする

と、増加し始めてからは、毎週、農薬散布

を使用することになる。化学農薬で 「コナ

ジラミの発生をゼロ」にすることはできな

い 。

震薬以外の防除資材はネガティブである。

すなわち、UVカ ット、遮光フィルム、防

虫ネット、反射フィルムなどはコナジラミ

を侵入させないというだけである。また、

抵抗性や耐病性品種もコナジラミ類の発生
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ある。化学農薬こそが害虫防除と者えてい

た 「安b無 視Bき代」の防除手法ではなさそう
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である。

下記に、実際の生物防除で行つたタバココ

1   5 0

0 0

ヾヾ ざござ韓漁ぜ 紺§§ざさせヾ ごぜドドドド ドヾ

週別平均誘殺数

図 10  周 年栽培 トマ トにおけるエ ンス トリップ ・エルカー ドによるコナジラミの防除

ナジラミバイオタイプ Qの 誘殺数の推移

を紹介する。図 10は 、2005年 8月 定植

トマトで、天散は 11月 から4回 、12月

4回 、2月 4□ 放飼。コナジラミはバイオ

タイプ Q、黄化葉巻病の発生株数 10株 以

下。黒矢印はエンストリップカード。白矢

印はエルカード。最低夜温 17℃。化学農

薬(7□ 散布)と併用防除。殺菌剤はボ トキ

ラー水利剤ダクト散布のみ。
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